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はじめに
1950 年代を中心とした生活記録運動は，近年の戦後文化史研究の中で盛んに取り上げられるよう
になってきた。例として三輪泰史『日本労働運動史序説―紡績労働者の人間関係と社会意識―』（校
倉書房，2009 年），西川祐子・杉本星子編『共同研究　戦後の生活記録にまなぶ　鶴見和子文庫と
の対話・未来への通信』（日本図書センター，2009 年）といった研究があげられる。また無着成恭『山
びこ学校』（青銅社，1951 年）に代表される子供の生活綴方については，主として教育学の分野で
厚い研究蓄積がある。これら青年層や子供の生活綴方・生活記録の研究に比して，1950 年代なかば
から書き始められた農村女性の生活記録に関する本格的な研究は乏しいのが現状である 1。
本稿では 1950 年代なかばから 60 年代にかけて下伊那地域で盛んに刊行された生活記録文集を対
象として，文集活動がどのようにして始まったのか，文集の執筆者はどういう年齢層であったのか，
執筆者の記名状況がどのような変遷をたどったのか，という 3つの観点から農村女性による生活記
録活動の実態に迫りたい。
下伊那における生活記録文集活動は，1955 年に喬木村婦人会が『たんぽぽ』を発行したことがきっ
かけとなり各地で文集が作られていったというイメージが一般的である。しかしこれまでほとんど
文章を書くことのなかった農村の女性たちがいっせいに文集活動に取り組んでいく下地として，婦
人文庫や読書会の取り組みがなされており，これらの活動を行う中で文集が作られていったという
経緯がある。
そこで本稿では下伊那における婦人文庫活動の成立から論を始めることとする。婦人文庫の成立
については山梨あや『近代日本における読書と社会教育―図書館を中心とした教育活動の成立と展
開―』（法政大学出版局，2010 年）がすでに触れているところではあるが，なお付け加えることが
できる点も存在する。特に 1957 年の飯伊母親文庫開設以前の婦人文庫活動について松尾村婦人会の
活動を例に検討を加えたい。
次に生活記録文集の始まり方について，婦人文庫との関係に注目しながら各地の事例を検証する。
そして最後に文集の執筆者について数量分析を行い，文集活動の歴史的な変遷をたどる。文集活動
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の変遷を追うために，1950 年代後半から 60 年代を通じて定期的に刊行された下久堅婦人会の『ち
ぐさ』を中心に据えて，適宜他の地域の文集と比較しながら下伊那地域における文集活動の実態を
明らかにする。
本稿は対象とする期間を 1950 年代から 1960 年代の 20 年ほどに絞っている。女性による文庫活
動は飯伊婦人文庫（1972 年飯田婦人文庫と飯伊母親文庫が一体となって成立）として現在も続けら
れている活動である。また松尾婦人会の『ほほえみ』や下久堅婦人会の『ちぐさ』など一部の文集
も現在まで続く活動となっている。それでも対象を 1960 年代までで区切ったのは，60 年代をひと
つの画期と考えるからである。一部を除き多くの文集が 60 年代に途絶えており，婦人文庫もグルー
プ数の減少が問題となっていた。これら文化活動の衰退は，よく指摘されるように高度成長の本格
化により農村女性を取り巻く環境が大きく変化したことが関係していると考えられる。
高度成長の影響は文化活動の面にとどまらず，これらの活動の母体となっていた婦人会そのもの
にも及んでいた。高度成長期における地域婦人会の変化は，農村女性の手による文庫・文集活動と
非常に関わりの深い問題であるが，地域婦人会そのものの分析については別稿にゆずることにした。
ここでは 1960 年代を農村女性による生活記録文集活動が一定の役割を終えた時代ととらえ，その
始まりから終わりまでを対象として，農村女性による生活記録文集の活動を歴史的に位置付けたい。
第 1 章　下伊那における婦人文庫活動の成立
長野県における 2 つの読書活動
1957 年に飯伊母親文庫と飯田婦人文庫が設立され，下伊那地域における本格的な婦人文庫活動が
開始された。この文庫設立には長野県の 2つの読書活動が関係していた。まずは長野県における 2
つの読書活動を概観しておこう。
1つは婦人文庫という活動形態そのものの手本となったPTA母親文庫の活動である。PTA母親
文庫は 1950 年から長野県立図書館長叶沢清介の主導のもと取り組まれた文庫活動で，最初は信州大
学教育学部付属小学校で始められたが徐々に長野県下に広がっていった 2。この文庫は名前の示すよ
うにPTAを運営主体とする文庫活動であり，学校の図書館に県立図書館の本をまとめて貸出し，そ
こを配本所として，PTAが組織した 4人 1組のグループに本を貸し出し，グループは借りだした本
をメンバーの間で回覧するという制度である。PTA母親文庫は 51 年には更級郡，上伊那郡，南佐
久郡に配本所が設置されるなど急速な広がりをみせるが，下伊那地域で県立図書館の配本所が設置
されるのは 57 年まで待たねばならなかった。
もう 1つは松本市立図書館長小笠原忠統が推進した読書会活動である。小笠原は 1952 年に松本市
立図書館長に就任し，同年東筑摩郡錦部村の青年団の読書会結成に関わったのを発端として各地で
読書会の組織化と指導を行っていく。小笠原の読書会指導は，読書にも図書館にも縁遠い不読書層
を対象としたものであり，農村が指導の中心となった。グループを作って 1つのテキストをメンバー
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で輪読し，感想を発表するというのが読書会の形式であった。小笠原は 1953 年には大島村，川路村，
54 年には座光寺村，飯田市，上郷村へ読書会指導に訪れており，下伊那地域の読書会活動にも大き
な影響を与えた 3。
2 つの読書活動を比較すると，PTA母親文庫は大衆的で，小笠原の読書会活動は教養主義的な色
彩が濃いという特徴をもつことが指摘されているが，2つの読書活動には共通する面もあった 4。ど
ちらも不読書層に読書を促す目的で始められた活動であり，農村の女性は最も力のそそがれた対象
であった。南信の中心都市である飯田市を除けば，下伊那地域はほとんどが山村であり，時間の経
過とともに農村女性を対象とした 2つの読書活動が流れ込んでくることは自然なことである。しか
し下伊那の女性たちがこうした活動を受動的に受け入れただけでは現在にまで続く息の長い活動と
は到底ならなかったであろう。下伊那地域で婦人文庫がしっかりと根をおろした活動となったこと
には，この地域独自の環境も影響していた。
下伊那地域の読書会活動と女性の読書をめぐる環境
下伊那地域は戦前から青年団図書館運動が盛んで，多くの村で青年団が図書館を運営しており，
青年の読書熱は強かった 5。戦後，各村で公民館が出来るとかつての青年団図書館が公民館に吸収さ
れ公民館図書館となっていった。公民館図書館となったことで，青年団が運営から手を引く場合も
あったが，引き続き運営を続けていく場合もあった。図書館の本や農文協のテキストを用いた青年
たちの読書会や教員たちの読書会などが盛んに行われており，女性の文庫運動に限らず読書会運動
はこの地域の 1つの特色となっている。
実は青年たちによる図書館活動が下伊那地域にPTA母親文庫や小笠原の読書会活動を知らせる
きっかけを作っているのである。1950 年に下伊那北部地区（座光寺・市田・山吹・大島・上郷）の
青年団図書部の青年たちが交流のため北部 5ヶ村ブロック協議会を結成し，図書館運営についての
研究会や講習会を実施していった 6。53 年に長野市で開かれた県の図書館大会にブロック協議会の
代表者が出席，叶沢や小笠原と知り合い，PTA母親文庫の存在を知ることとなった。翌 54 年，ブロッ
ク協議会は講習会に小笠原を講師として招き読書会の指導を受ける一方，下伊那地域にも県立図書
館の配本を受けPTA母親文庫を開設しようと活動を開始した。同年，青年たちの働きかけによって
山吹・座光寺・上郷の婦人会で 4人 1組のグループを作り母親文庫が始められた。北部青年たちの
熱心な働きかけの結果，55 年には母親文庫誘致運動は全郡に広がりをみせ本格化するが，県の財政
赤字のためすぐには実現できず，配本所設置は 57 年まで待たねばならなかった。
このように青年の読書活動が婦人文庫の取り組みに与えた影響は大きいが，肝心の農村女性の読
書状況はいかなるものであったのか。ここでは数が限られるがいくつかのアンケートをもとに農村
女性の読書をめぐる環境を明らかにしたい。
よく指摘されることであるが，農村の女性，特に農家の嫁が自由になる時間を持ち，好きな時間
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に好きな場所で好きな本を読むという状況はほとんど考えられないことであった。飯伊婦人文庫『つ
ながり―聞き書き・女性 70 人の読書と人生と―』（南信州新聞出版局，2002 年）でも読書をめぐる
困難が描かれている。
こうした現実を反映してか，下伊那各地の公民館図書館の利用実績をみると，圧倒的に青年層の
男性が利用しているだけで，他はほとんどいないという状況であった。表 1は山吹村の図書館にお
ける 1950 年 1 年間の延べ貸出冊数を年代と性別にわけて集計したものである。貸出冊数の集計なの
で利用者数を把握することはできないが，男性の方が女性よりも多く貸出を受けている点と，男女
とも 20 代前半までの青年層が公民館図書館の圧倒的な利用者であったことが確認できる。
表 1をみると青年層の女性に限って言えば，女性が公民館図書館を利用していないとは言えない
かもしれないが，それは限られた女性が熱心に本を借りていたためだと考えられる。場所は変わるが，
1950年の1月から4月までの松尾図書館の男女別利用者数は，男性353人，女性81人となっている 7。
『村の新聞』の記事では「何と云っても若きインテリー学生が約半数しめており次に勤労青年の張
切った顔が見え其の中に紅二，三点女性の顔が見受けられます。女性の利用が少いのには大変係員を
がっかりさせます。そして婦人，壮年，老人の顔が見受けられません」と伝えており，女性の利用
者は皆無ではないものの限られた存在であったことがうかがえる。
表 1　山吹村図書館における 1950 年度の年代別貸出冊数
1950 年代の初頭においては農村女性，中でも婦人会を構成する 20 代，30 代，40 代，50 代の女
性にとって，地域の図書館を利用することは一般的なことではなかった。しかしだからといって農
村女性が読書からまったく隔離された存在だったというわけではなかった。たとえば，龍江村では
1949 年に行われた『村の新聞』に関する世論調査で，新聞の購読数は「主婦の購読が第一位，次い
で壮老年となり，主婦の読者が多い事が大きな特徴」と指摘している 8。
1952 年に伊賀良村では婦人会員 600 名を対象に読書に関する調査を行い，農村女性の読書の実態
を示している 9。この調査によると本を読む者が 336 名，読まない者が 119 名で，読まない理由は時
間がないと答えたものが 99 名であった。新聞になると読む者が 449 名，読まない者が 20 名となり
多くの女性がなんらかの読書を行っていることがわかる。読書についての家庭の理解は，理解して
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くれるが 263 名，理解してくれないが 31 名，わからないが 100 名となっており，女性，特に主婦が
本を読むことについて理解のある家庭も見られるが，読書は就寝前や夕食後，昼休みなどのちょっ
とした時間になされていることを考えると，堂々と読書することができたとは考えられない。
同時期に山吹村でも婦人会員 667 名を対象とした婦人実態調査が行われ，その結果の一部が『や
まぶき』第 46 号（1952 年 9 月 13 日），第 49 号（1952 年 11 月 20 日）に掲載されている。この調
査によると，雑誌を読んだ者 254 名，読まない者 413 名，本を読んだ者 230 名，読まない者 413 名
となっており伊賀良の調査より低い数値になっている。年齢別でみると 25 歳以下が一番多く階層が
上がるに従って数が減っていくという。婦人会員の中でも年齢が若い層においては雑誌や本を読む
習慣が生まれているといえるだろう。
上記の例で 1950 年代初頭において農村の女性たちが新聞や本を読むことは広がりつつあったこ
とが確認できるだろう。だが女性の読書は必ずしも地域の図書館の利用には結びついていなかった。
もう一度伊賀良村の婦人会員の調査にもどると，本の入手方法は買う者が 176 名，借りる者が 171 名，
図書館利用が 31 名，その他が 65 名となっている。この調査でいうところの「借りる」と「図書館利用」
の違いは不明であるが，図書館を利用して本を借りているということを明確に意識している人数は
わずかであることは指摘できよう。図書館の認知は，知っている 433 名，知らない 3名でほとんど
の者が図書館の存在を知っていると考えられるが，図書館の利用は，利用する 102 名，利用しない
312 名と利用しない者が多い結果となっている。
1950 年代に入ると農村女性たちの間でも若い層を中心に読書習慣が広がっていったが，より年齢
層の高い女性たちに図書館の利用や読書を促していくことは，地域の社会教育関係者にとって重要
な課題であったと考えられる。下伊那地域では 1957 年に飯伊母親文庫と飯田婦人文庫が設立されて
本格的な文庫活動が始まったが，それ以前からいくつかの地域では農村女性を対象とした母親文庫
や読書会が行われていた。次にこれら先行した文庫・読書会の活動をみていくことにしよう。
飯伊母親文庫開設以前の文庫・読書会
1957 年に飯伊母親文庫が開設される以前の文庫や読書会については，北部 5ヶ村ブロック協議会
の青年たちの働きかけで作られた山吹・座光寺・上郷の母親文庫，松尾村婦人会の婦人文庫，大島
村で宮沢三二が指導した婦人読書会が知られているが，この他にもいくつかの地域で文庫・読書会
の活動が行われていた 10。
各地の公民館報などで確認できた文庫・読書会を列挙すると以下のようになる。
・鼎の輪読会（鼎村公民館『鼎の新聞』第 45 号，1954 年 9 月 7日）：婦人会の教養部が企画し，雑誌『婦
人』の輪読を行った。
・喬木村の読書会（喬木村公民館『館報たかぎ』第 12 号，1955 年 5 月 15 日）：婦人会が企画した読
書会で，55 年 4月 25 日に第 1回，5月 6日に第 2回を開催した。テキストは志賀直哉と芥川龍之
介の小説であった。参加者は 29 名と 14 名にとどまった。
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・伊賀良婦人文庫（伊賀良村公民館『村の新聞』1955年9月1日）：伊賀良の3つの集落で行われている。
・竜丘 PTA 母親文庫（竜丘村公民館『竜丘村公民館報』第 58 号，1955 年 11 月 10 日）：竜丘の
PTA独自の活動で，PTAの予算から本を購入し小学校に配架する。
・豊丘の読書会（豊丘村公民館『とよおか』第 7号，1956 年 9 月 15 日）：公民館図書部，婦人会，
青年団で行う。第 1回は丸岡秀子の『娘の心情』を取り上げ，「日頃，文章などに親しまないオバ
サマ達」の参加が大半を占めた。
・山吹村婦人読書会（飯田市公民館編『飯田市公民館活動史』，飯田市公民館，1994 年）：青年会が
主導した母親文庫とは異なる読書会で，公民館主事木村照舜が集落別に女性を集めて作った。丸岡
秀子『女の一生』，浪江虔『村の政治』，若月俊一『健康の村』をテキストに使用した。
これらの文庫・読書会の情報は公民館報などで単発的に確認できただけなので，残念ながらどれ
くらいの規模で，どれほど継続的な活動であったのか詳細は不明である。ただ新たに判明したこれ
らの例と山吹・座光寺・上郷・松尾・大島の活動をあわせて考えるならば，青年たちがPTA母親文
庫の存在を知り下伊那地域にも誘致しようとして活動を開始した 1954 年以降，各地で女性を対象と
した文庫や読書会が行わるようになっており，1957 年の飯伊母親文庫開設に向けて活動の原型が作
られていたといえるだろう。
これらの活動の特徴として 1つ指摘できるのは，地域婦人会と公民館の協力によって文庫や読書
会が行われていることである。先に指摘したように 1950 年代前期において社会教育関係者の課題の
1つは読書になじみのない女性に図書館利用や読書を促すことであったわけだが，各地の活動は公民
館のこうした課題へ取り組みの結果であったと考えられる。ただ単純に農村女性たちが受動的に公
民館の指導によって活動を行っていたとは考えていない。これらの活動には地域婦人会が関係して
おり，女性の側もある程度自発的に活動に参加していたと考えている。
最後に飯伊母親文庫開設以前の文庫活動が具体的にどのように行われていたのかについて，松尾
村の婦人文庫を例にとり活動を概観してみよう。
松尾村婦人会の婦人文庫は，下伊那郡北部地区の主導で始められたPTA母親文庫の誘致活動とは
直接的な関係はなく，1954 年 8 月より開始された。『下伊那公民館活動史』によると，松尾公民館
の松沢治郎作と下伊那郡教育事務所の池田憲介が相談して，婦人たちの実態を把握するために基礎
調査を行った 11。その調査の結果，婦人は教養と生活の向上に最も関心があることが明らかになった。
そこで読書活動を重点事業に据えて，少人数のグループを作り，そのグループに公民館の本を配本し，
配本日に公民館で映画や講座，話し合いを行うという婦人文庫を作った。
松尾村公民館『村の新聞』第 10 号（1956 年 5 月 30 日）によると婦人文庫は婦人学級の延長とい
う位置づけのようである。松尾村公民館では 1951 年から婦人学級も開始し，全村を対象に 1つの学
級で村の歴史や政治などを内容とする講座を行ったが，こうした形式では多くの女性の参加を集め
られないという問題があった。そこで翌年から集落単位で学級を設け，講座も衣食住，衛生，育児
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など家庭生活技術に関するものとした。53 年にも引き続き家庭生活技術に関する講座を集落単位で
開催したが，54 年に入ると，家庭生活技術に関するものばかりで一般教養を高める講座が欠けてい
るという反省が起こり，前述の婦人の実態調査が行われたのである。
婦人文庫開設までの流れをみると，上記のように公民館の働きかけが大きく影響していることが
わかる。文庫に利用する本は松尾村公民館の図書館の本が主であり，場所も公民館を利用するので，
公民館の全面的な協力がなければ実行不可能な事業であった。しかし本の配本・返却作業を始めと
して，新規購入図書の選定，配本日に行う行事の選択・実行など婦人文庫の運営に関しては，女性
たちの手に委ねられており，女性たちの積極的な参加を必要とする活動でもあった。
松尾村の婦人文庫の運営担当によって記録された『婦人文庫記録』（1954 年 8 月〜 1960 年 3 月）
をたよりに婦人文庫の運営実態をみていくことにしよう 12。
婦人文庫の運営を担う運営委員は，委員長 1名，副委員長 2名，各集落代表 11 名で構成されてい
る。副委員長 1名は婦人会の文化部長が務めている 13。松尾婦人会役員名簿をみると，役職のひと
つとして婦人文庫の運営委員が数えられており，婦人文庫は婦人会を母体とした組織であることが
うかがえる 14。ただ文庫の運営については運営委員会に任されており，婦人会の活動から独立した
活動であった。
表 2　飯伊母親文庫グループ数の変遷
婦人文庫のグループ数は開設当初の54年には119グループ614名，55年には126グループ856名，
56 年には 128 グループ 867 名と拡大をみせる 15。その後の詳しい数値は不明だが，表 2の飯伊母親
文庫に参加した松尾地区のグループ数は 57 年で 125 グループとなっており，1950 年代には多くの
女性が婦人文庫に参加していたと考えられる。同時期の松尾婦人会の会員数は1000名となっており，
婦人会員の大半が文庫活動を行っていたことになる 16。
松尾の母親文庫のグループ数が61年から急減しているが，これは57年に飯伊母親文庫ができた際，
松尾婦人文庫も飯伊母親文庫に参加したが，59 年からは松尾公民館図書館の本だけで配本が可能で
あるとして飯伊母親文庫からは離脱した影響がある。ただ 61 年から再び飯伊母親文庫に参加してい
る理由については不明である。
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また他の地区の文庫をみてもグループ数の増減が激しいので，配本所に通って本を受け取り，グ
ループ内で読書して回していくという手間のかかる活動を継続的に行っていくことは難しく，グルー
プが作られても定着せずに消えてしまうことが多かったと考えられる。
松尾婦人文庫の配本は原則として月 1回公民館で行われる。1957年と 58年は飯伊母親文庫と並行
して松尾婦人文庫を継続しているため，月 2回の配本となっている。グループ員の啓発のため，配本
と同時に講演と映画上映を行っている。発足から57年までは農繁期を除いて講座と映画の2本立てと
いう熱心な姿勢を示すが，58年からは 1回の配本日に講座か映画どちらか片方の実施となった。
映画は同じ下伊那郡の山吹村で撮影された「一人の母の記録」を取り上げるなど，農村女性の生
活や健康，育児に関わる作品が上映されている。講座も基本的には農村女性の生活に関わる問題に
関して講師を招いて話を聞くということになっており，初年度は友の会の会員を講師に招き，「読書
の時間の生み出し方について」，「家計簿のつけ方」，「幼児のしつけについて」という講演や，料理・
小物・野良着を作る実習が行われた。
次章の内容にも関わってくるが，松尾婦人文庫は 1955 年 8 月に文集『ほほえみ』を発刊する。文
集発刊事業も婦人文庫の活動の一部として行われており，文集の編集については文庫の運営委員会
で話し合われている。このころから郡教育事務所の池田憲介ら社会教育関係者も講師に招かれ，「つ
づり方」や読書会について講演を行っている。
　
以上論点をまとめると，長野県における全県的な潮流，下伊那における青年や社会教育関係者の
取り組み，そして農村女性の読書意欲，これら 3つの要素が結びつくことで，下伊那地域では 50 年
代中ごろから女性たちが婦人文庫や読書会の活動を始めており，1957 年の飯伊母親文庫と飯田婦人
文庫の開設によって地域全域にわたる本格的な文庫組織へと発展していくという流れになる。
生活記録文集活動はこの婦人文庫・読書会活動とほとんど平行して始まっており，そこには少な
からず婦人文庫・読書会活動からの発展という形が存在していた。次章ではまず生活記録文集の取
り組みがどのようにして始まったのかという点を明らかにしていく。
第 2 章　農村女性の生活記録文集の始まりと執筆者の実態
喬木村婦人会長筒井勝子と『たんぽぽ』の始まり
1955 年 7 月下伊那郡喬木村で生活記録文集『たんぽぽ』が誕生した。『たんぽぽ』は農村女性に
よる生活記録文集の代表的な作品として有名であり，他の地域の文集発行へも大きな刺激を与えた
文集である。その始まりは，喬木村婦人会長で文集作成のきっかけを作った筒井勝子の詳しい回想
によって知ることができる 17。
回想によると筒井が婦人会長に就任したのは偶発的な出来事であった。当時，喬木村の婦人会は
役員のなり手がなく，筒井は無理やり押し付けられる形で役員を引き受け，出かけて行った婦人会
の会合で会長に選挙され，いやおうなしに会長を務めることになったのである。この時筒井は 38 歳
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で，役員で一番年下だった。
通常，婦人会員の中では比較的若く役員の経験もない者が婦人会の会長に選ばれることはまれで
ある。戦後，占領軍の指導を受け地域婦人会の役員は 1年ないしは 2年で交代していくことが望ま
しいとされた。下伊那地域でも役員を毎年，あるいは隔年で交代させる婦人会も出てくるが，松尾
村婦人会のように役員の連続性が強く 3，4年は同じような顔ぶれになる婦人会も根強く存在した 18。
こうした周辺の状況を考えると，喬木村婦人会における筒井の会長就任はかなり珍しい例だといえる。
新しく会長に就任した筒井は，婦人会が「お役目に役員が動いているのみで，一般会員になんら
関係のない，御用機関」となっている現状に驚き，「こんなことのために家族を犠牲にしてまで，私
が出てきてやらねばならないのだろうか」という苦悩を抱き，そのことを第 1回の役員会で率直に
訴えた 19。
筒井の訴えは，他の役員の気持ちを動かし「役員だけの婦人会でない，自分たちのため，会員の
ための婦人会，自分たちの考えを高め，生活をよくするような役に立つ魅力ある婦人会にしよう」
とやる気を呼び起こした。
こうして一般会員が婦人会にどんな事業を望むのか，また今までの活動の良い点悪い点はどこに
あるのかを検討する「婦人会のあり方について」という研究会が開催された。そこで出された要求
の 1つが「作文を書こう，思っていることを書いてみよう」というものであり，筒井は「作文を書
こう，思っていることを書いてみよう」という要求を実現するため，作文を募集する文章を公民館
報に載せた 20。
ある公民館員の「おばさまたちが作文なんか出せるだろうか，せいぜい役員が仕方なしに書くぐ
らいが関の山じゃないかな」という予想を裏切って，原稿は続々と集まり 160 編にもなった。大量
の原稿の処置に困った筒井は池田憲介に相談に行き，女性たちが投稿してきた原稿を見た池田は感
激し編集を引き受けることになり，55 年 7月の創刊へとつながっていく 21。
以上のように代表的文集である『たんぽぽ』は，偶発的に就任した若い婦人会長によって，これ
までのマンネリ化した婦人会活動を打ち破って始められた活動で，突発的に生まれてきたものだと
いう印象が強い。『たんぽぽ』がもつそのエネルギーが他の地域の女性たちを刺激して，彼女たちを
生活記録文集活動へと向かわせていったことは事実であろう。しかしこれまでの活動とはまったく
関係のない形で文集が始まっていくのはむしろ例外的で，他の地域では婦人文庫や婦人学級など婦
人会の既存の取り組みの中から文集活動が始まっていく。次に下伊那地域の全体的な文集発行状況
を確認するとともに，文集がどのように始まっているのか明らかにしたい。
下伊那における生活記録文集の発行状況
表 3は下伊那地域の女性による生活記録文集の発行状況である。これは竜丘出身で飯田市立図書
館に勤め飯伊母親文庫を指導した木下右治が『市連婦の歩み』に寄稿した表と飯田市立中央図書館
に所蔵されている生活記録文集から作成したものである。山梨あやの前掲書の「表 11　婦人文集発
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行状況一覧」によれば表 3以外の文集がいくつか確認できるが，それほど継続的な活動ではなかっ
たようである 22。したがって表 3によって下伊那地域における文集の発行状況をかなり正確に把握
できると考えている。
表 3で 1つ注意しておく点がある。『市連婦の歩み』の表はおそらく年度で集計していると思われ，
実際の発行年より 1年早い年に集計されている文集がみられる点である。『市連婦の歩み』でしか確
認できない文集もあるため，『市連婦の歩み』に基づく部分はそのまま利用することとし，飯田市立
中央図書館に所蔵されている文集から作成した部分に関しては実際の発行年で整理した。
表 3をみると文集発行の傾向としていくつかの特徴を指摘できる。まず発行の開始時期について
みると，喬木の『たんぽぽ』など 4つの文集が先行する形で 55 年に創刊された後，56 年から 58 年
にかけて文集創刊のピークを迎えていることがわかる。この時期に創刊した文集は地域的には飯田
市周辺と北部が中心だが，さらに特徴的なこととして竜丘や伊賀良では各集落単位で文集が作られ
ており，これらが発行数の多さの一因となっている。山梨あやの前掲書によると上久堅でも集落別
に文集が出されており，それも加えればこの時期に刊行されている文集はさらに多くなる 23。
表 3　生活記録文集の発行状況
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ただ集落で出された文集は，長続きせず，1，2号で終わっているものが多い。集落単位では活動
を支える婦人会組織の大きさも限られ，原稿を集めにくくなるためであろう。これらの地域ではあ
とから全域にわたる文集が作られている。
また松尾の『ほほえみ』に代表されるように発行開始間もない時期には，多くの原稿が集まり年に 2，
3回発行される場合もあった。55 年に『たんぽぽ』が誕生して以降，2，3年の間でいかに生活記録
文集活動が広がり，一種のブームともいえる状況となっていたのかがわかる。
文集の発行が一段落し文集活動が終わってしまう地域も出てくる 1960 年以降に，文集の取り組み
を開始する地域もみられる。龍江では，文集を出していない地域が限られてくる中で，公民館主事
の積極的な指導によってようやく文集発行にこぎつけた 24。また竜丘の『丘の道』や大鹿の『鹿苑』は，
1961 年に下伊那地域を襲った大水害「三六災」を契機として取り組みが始まっている 25。
以上のように，1950 年代後半から 60 年代前半にかけて下伊那地域全体に生活記録文集の活動が
広がっていることが確認できる。しかし発行文集数に注目すると，文集活動は 60 年代前半にはすで
に停滞期に入っていると考えられ，60 年代後半になると定期的な発行が可能な文集は数誌に限られ
てしまう。下伊那地域の農村婦人による生活記録文集活動は 1950 年代後半から 60 年代中ごろにか
けて 1つの時代を作り終焉を迎えたといえるだろう。
生活記録文集と婦人文庫・婦人学級
ここでは 1955 年から 58 年にかけて発行された文集がどのように生まれていったのかを確認して
いく。先ほどもふれた松尾の婦人文庫では，55 年 7 月 14 日の運営委員会で文集の原稿を文庫の各
グループに 1編ずつ依頼すること，文集の名前を『ほほえみ』とすることが決定している 26。そし
て同年 8月 21 日には『ほほえみ』第 1号が完成し会員に配布された。原稿の依頼をしてから 1か月
あまりで 44 編，50 頁に及ぶ文集が作られたのだから驚くような早さであるが，女性たちの間で文
集を作ろうという動きがいつごろから出ていたのかは定かではない。7月 7日の配本日には文集の編
集に協力した教員の野牧清平が出席していること，7月 14 日の委員会では文集作成のため具体的な
作業が話し合われていることから，少なくともそれ以前に文集を作ろうという動きが始まっている
と考えられる 27。
『ほほえみ』創刊以降，文集活動は松尾婦人文庫の 1つの事業として取り組まれるようになり，
1958 年までは年 2回，その後は年 1回定期的に発行された。また 55 年 12 月に鶴見和子を，56 年
10 月には国分一太郎を招いて講演会を開いており，生活記録や綴方についての見識を広めている。
文庫や読書会の活動が母体となって文集が作られている例は，座光寺の『くらし』，市田（高森町）
の『松の実』，上久堅の『小川路』，下久堅の『ちぐさ』で確認できる。座光寺では村内の女性に漂
うじめじめとした空気を一掃しようと婦人文庫の取り組みが始まり，いくつもの読書グループが生
まれたが，「読むお母さんと書くお母さんは車の両輪であってほしい」という婦人会長佐々木巴の願
いにより文集を作ることになった 28。市田では集落で開かれた読書会がいかに地域の女性たちを変
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えていったのかが綴られている 29。また前述の喬木村婦人会でも『たんぽぽ』の作成と並行して読
書会や読書グループの育成が進められている 30。
それまでの農村女性は，本を読むことと文章を書くことにほとんど関与しない生活を送ってきた。
関与しないというより実行しようとすれば，それだけで周囲との軋轢を生む行為であった。こうし
た生活を少しでも変えていくためには，「車の両輪」に例えられるように読書と文集両方の活動が必
要とされたのである。このことをはっきり意識していた人物として，竜丘の公民館長などを務めた
木下右治が挙げられる。木下のことは山梨あやが既に詳しく論じているが，文集と文庫・読書会の
関係を知る上で欠くことのできない人物であるため，改めて本稿でも取り上げることにする 31。
木下右治（1898 〜 1976 年）は下伊那郡竜丘村出身で，戦前は教員や青年学校長を務め，戦後は
竜丘村の公民館長兼教育長を務める。56 年に竜丘村が飯田市と合併すると飯田市立図書館に勤務す
ることになり，そこで飯伊母親文庫の設立を主導し，その後も婦人文庫運動において指導的な役割
を果たす。その他に歌人としても活動しており，短歌会を組織するなど地域の文化人という側面も
もっていた。
木下が竜丘の公民館長を務めていた 1955 年に，駄科の『丘の白菊』，時又の『草の実』が創刊し
ている。その後 56 年に長野原の『ふきのとう』，57 年に桐林『桐の花』，上川路『いちょう』が発
行される。62 年には「三六災」の影響を受けて各集落で文集を出すことが困難になり竜丘地域統一
の文集『丘の道』が作られている。（表 3参照）
木下は 56 年に飯田市図書館に移って飯伊母親文庫の設立と運営に尽力していくが，竜丘地域の文
集の指導には一貫して関わっており，各文集には木下の寄稿が載せられている。木下は母親文庫の
設立・運営に奔走する一方で，生活記録文集への指導にも積極的に関わっていくわけだが，これに
は彼の読書と作文の関係性についての理解が反映されている。
木下は飯伊母親文庫の活動について次のように述べている。
およそ婦人は考える婦人になりたい，正しく広くものを判断することのできる婦人になりたい
（中略）そういう婦人になるためには次のことが必要である。第一が読書することであり，第二
が書くことであり，第三が話し合うことである。この三つを総合的に多年に亘って練り上げて
行く姿勢をとらねばならない 32。
このように木下にとって読書，文章を書くこと，そして話し合うことは，女性が「正しく広くもの
を判断」できるようにするために，総合的に取り組むべき課題であった。文中にある「書くこと」
というのは，直接的には飯伊母親文庫の文集として出された『かざこし』のことを指すものだと思
われるが，地元の生活記録文集への指導を続けたのも読書，書くこと，話し合うことを一連の活動
としてとらえ，推進していたからだと考えられる 33。
ここまでは婦人文庫や読書会活動との関係で生活記録文集の始まり方をみてきたが，公民館の事
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業の 1つである婦人学級も文集活動を生み出すきっかけとなった活動として指摘できる。山吹の『や
まぶき』は集落単位で講座が設けられ，講師を招いて話を聞く，テキストを読むといった活動に取
り組む中から文集が作られた 34。『やまぶき』は第 2巻まで公民館と婦人会の共編となっており，文
集発刊にあたって公民館の主導的な役割が大きな位置を占めたことを想像させる 35。
その他，上郷の『つくし』や大島の『あじさい』は婦人学級や婦人研修会の話し合いから文集を
始めることとなっている 36。少し変わったところでは，青年と婦人の懇談会で文集を作ることになり，
青年会と婦人会の共編文集となった売木の『峠』がある 37。
以上初期の文集発行までの流れをみると，文集の発刊には公民館などの社会教育関係者の働きか
けが大きく影響していたことがうかがえる。この傾向は後になるほど強く，1960 年代に入ってよう
やく文集を発行できた龍江では，公民館の積極的な指導が行われた結果として文集が誕生している。
だが農村女性は，社会教育関係者の指導を受けて，受動的に文集を作り始めたわけではなかった。
既存のしがらみを打ち破るように誕生した喬木の『たんぽぽ』のもつエネルギーが，他の地域の女
性たちにも大きな刺激を与えたことは，多くの文章で語られているところである 38。文集を作るこ
とが決まると短期間に何十編という文章が投稿されてくることに示されるように，農村女性の間に
ものを書くことに対する欲求が潜在的に存在しており，1つのきっかけで火が付いたように広がって
いく状況が 50 年代中ごろには成立していたと考えられる。
生田の『ははこぐさ』は婦人会長大蔵千づるの熱心な取り組みによって作られた文集である。第 1
号（1956 年 7 月），第 2号（1957 年 2 月）は会長の大蔵自らが学校の機材を借りてガリ版刷りをし
て作成したもので，農繁期で多忙な傍ら第 1号の作成に取り掛かったのは「婦人会独自の力でやっ
てみたい」という思いからであった 39。
農村の女性たちの間に広がりつつあった文章を書くことへの欲求と，農村女性の向上をめざす社
会教育関係者の働きかけが合わさることで，1950 年代中ごろから 1960 年代初頭にかけて農村女性
の手による生活記録文集が生まれていったのである。
生活記録文集の執筆者の年齢層
下伊那地域の生活記録文集がどういう年齢層に担われたのかについて，これまであまり言及され
てこなかった。文集は婦人会が母体となって発行していることから対象は婦人層に限られること，ま
た書き手の年齢の情報は断片的にしかわからないので，全体をつかみにくいことが原因と思われる。
しかし農村女性にとって嫁姑問題は大きな桎梏となってきたのであり，1950 年代後半から各地で
若い嫁が集まる若妻会が結成されてくるのは，既婚女性を網羅的に組織しようとする地域婦人会の
中で姑層への気兼ねや反発があるからであろう。
表 4は文部省が行った 1956 年当時の地域青年団体と地域婦人団体の実態調査の結果である 40。こ
の表から婦人会員は主に 20 〜 50 代の年齢層で構成されており，40 〜 59 歳の層が過半数を占める
ことが確認できる。下伊那郡の地域婦人会の詳細な年齢構成は不明だが，全国平均と長野県の差は
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それほど大きくないため，これと似たような傾向にあると思われる。主な婦人会の構成員を 20 代か
ら 50 代までと考えても最大で 40 歳の幅があるわけで，生まれた時代も育った環境も大きく異なる
女性が集まっているのが婦人会であるといえる。
表 4　地域婦人団体の年齢層別団員数
この調査では「妻の位置にあって会員でないしゅうとめをもっているもの」を「嫁」，「妻の地位
にあって会員でない嫁をもっているもの」を「しゅうとめ」として，会員の中に占める割合を出し
ている。その結果によると全国平均で「嫁」が 25.4％，「しゅうとめ」が 13.7％，どちらにも当て
はまらない単一家族の会員が 60.9％で最も多くなっている。長野県でも全国平均とほぼ同じ「嫁」
24.3％，「しゅうとめ」11.5％となっている。この結果をみると，姑よりも嫁の立場である会員の方
が多いということになる。
しかし婦人会運営の中心となる役員（会長と副会長）は 40 〜 59 歳の層が 7割以上を占め，20 〜
39 歳までの層は約 2割と，年齢の高い層が婦人会運営を担っている実態も明らかとなっている。
地域婦人会は地域の既婚女性を網羅的に組織する団体であるため，女性であり妻の立場であるこ
とが共通項となるくらいで，年齢的な幅は広く嫁，姑さまざまな立場の女性が集まっていた。こう
した会員の立場の複雑性を前提としているため，婦人会による生活記録文集は婦人会員であればだ
れでも投稿できるようになっていた。
では実際に投稿している年齢はどの程度の広がりをもっていたのであろうか。下久堅婦人会の『ち
ぐさ』は 1958 年創刊し 1970 年までに 12 号出している。飯田市立中央図書館では 7号と 11 号以外
はすべてそろっており，長期的な変遷を追うことが可能なため，この『ちぐさ』を例にとって文集
の執筆者の実態に迫ってみたい。
1号から 5号までの『ちぐさ』は，農村女性による生活記録文集の中では珍しく年齢が記入されて
いる例が多く，半数近くの執筆者の年齢が判明する。6号以降になると書き手の氏名や居住地区名が
記されるようになる反面，年齢が書いてあることがまれになってくる。1958 年の 1号から 1963 年
の 6号までの執筆者の年齢を 10 代ずつ区切って集計すると表 5のようになる。
表 5によると，不明が多い 6号を除いて年齢層の傾向はそれほど変化していない。20 代と 50 代
は 1割に満たない程度で 30 代 40 代が中心的な書き手となっており山型の構成となっていることが
わかる。60 歳以上の投稿はまれに見られるものの，例外的なものだとみなしてよいだろう。20 代と
50 代はあまり多くないが，20 代は 50 代に比べても延べ人数で半分ほどの人数しかおらず，投稿者
は限られていたといえる。
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表 5　『ちぐさ』執筆者の年齢層
表 6　1958 年の竜丘地区の執筆者年齢層
表 7　『つどい』執筆者の年齢層
しかし『ちぐさ』の事例では半数以上が年齢不明という場合もあるので，これが本当に年齢層の
正確な反映になっているのか多少疑問も残る。そこで他の地域の文集も取り上げてそれぞれの数値
を比較することで，より一般化した傾向をとらえたい。
表 6は竜丘の各集落の文集で 1958 年に発行された時又『草の実』第 4号，桐林『桐の花』第 2号，
駄科『丘の白菊』第 5号の執筆者の年齢層である。木下右治の指導の成果か 1958 年発行の各文集は
氏名や年齢が書いてある文章が多くなっている。
表 7は最後発で文集を出した龍江の『つどい』の年齢層である。『つどい』は公民館の指導が行き
届いているためか，執筆者の 8割ほどの年齢層が判明する。
この 2つの表からも『ちぐさ』と同様の傾向が読み取れる。より詳しく指摘するなら 30 代，40
代が文集の中心的な書き手だが，30 代の方が多い。50 代は 1割を超えるか超えないかというところ
で，それほど大きな部分を占めていない。60 歳以上は非常に数が限られるため例外的なものだと考
えるならば，もっとも数が少ないのは 20 代ということになる。
文集の書き手は，婦人会を構成する 20 代から 50 代までのそれぞれの年齢層から出ており，特定
の年齢層だけに限られたものではないことから，婦人会員であればだれでも投稿できるという理想
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は実現されているといえる。20 代の投稿が少ないようにも思えるが，松尾の『ほほえみ』第 1号でも，
20 代の女性が 3名確認でき，最初から若い層が締め出されていたということはなかったと思われる。
執筆者の記名状況の変遷
農村女性による生活記録文集の特徴としてよく指摘されるのが，無記名の問題である。初期の文
集では無記名，無題が目立つため，編集者が適宜題名を付けたり，投稿の際は題名，氏名，年齢，
職業を明記するように要望したりしている 41。竜丘の各集落では木下右治の指導によって 1958 年か
らの文集には氏名，居住地区名，年齢，職業といったなんらかの執筆者の情報が記載されており，まっ
たく何も書いていないことの方が珍しくなった。しかし早い段階でここまで徹底した指導というのは難
しく，多くの文集は名前以外の情報が書かれているか全くの無記入かどちらかが圧倒的に多かった。
そこには，坂本敦が指摘するように，文集という形式や匿名という条件が手伝って，初めて女性
が生活の実相を文章にすることが可能となるような農村の現実があった 42。1956 年 7 月に開かれた
婦人文集研究会では原稿の記名の問題について話し合われたが，「原則としては記名がよいが，全部
記名にすると，投稿が少なくなる。真実の声を反映させるためには，無記名のほうがよい」という
結論になったという 43。それほど農村の女性にとって，だれが書いたかわかる形で文章を書き，さ
らにその文章を公表するという行為は大きな問題であった。
それでは実際に執筆者の記名状況はどのようになっていたのであろうか。年齢層と同じく下久堅
の『ちぐさ』を中心に実態に迫りたい。
表 8　『ちぐさ』執筆者の記名状況
 
『ちぐさ』1号は寄せられた投稿そのものが多く，母数が大きくなっているため初期の段階でも記
名しているものがかなりいるが，1〜 4号までの特徴として記名は少なく無記名が大半であることが
指摘できる。また 5号くらいまで「農」「農業」「農婦」「農家の嫁」といった農業に従事しているこ
とを示す自称が多く使われている。
5号は過渡的な特徴となっており，記名は少ないが，まったく何の情報も書かれていない無記名も
全体の 3分の 1ほどになっており，書き手について何らかの情報が記されていることが多くなって
いる。そしてこの傾向は 6号以降強まり，無記名が大きく減少していき 9号では無記名 1名となっ
ている。ただし無記名の減少は記名の増加に直ちに結びついたものではなかった。たしかに 6号か
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ら記名も増えていくが，基本は居住地区名が多く，本格的に記名が増加するのは 10 号以降となって
いる。
また 5号までは無記名についで多かった農業という自称は 6号以降減っていく。代わりに主婦と
いう自称が増加していることが注目される。下久堅は天竜川東岸の段丘地帯に位置し，耕地がそれ
ほど広くないため，江戸時代から紙漉業などを兼業する農家が多かった 44。下久堅は水田中心の純
農村ではなく兼業農家中心の地域であったが，それでも 60 年代初頭までは自らを農業従事者ととら
える女性が多かった。それが 60 年代後半になると農業従事者という位置づけは減少し，自らを主婦
と位置付ける女性が増加している。このことはすぐさま農業従事者の減少を意味するわけではない
と考えられるが，女性自らの位置づけが「農婦」や「農家の嫁」から主婦へと移っていったことは
興味深い問題である。
表 9　『ほほえみ』執筆者の記名状況
表 10　『くらし』執筆者の記名状況
下久堅の事例だけで一般化することはできないので，他の地域の文集についても執筆者の記名状
況を確認しておこう。
ここではなるべく長期的に調査ができる松尾の『ほほえみ』と座光寺の『くらし』を取り上げた。
『ほほえみ』でも当初は無記名が目立っている。次の多いのは農業という自称で，特に 1号では無
記名か農業で 8割を占めている。最も早い時期の文集は匿名性が際立っている。
しかし松沢や野牧の指導を受けながら年 2回のペースで発行を続けた結果，1958 年の 8号では無
記名が減少して，記名と住居地区名が増えている。60 年代に入ると記名している例がさらに増え，
半数近くが記名しており，何の情報も書かれていないものはわずかになっていく。また農業という
自称が目立って減少していくのも『ちぐさ』と共通している。
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主婦という自称が増えているかどうかはわかりにくい傾向になっている。18号ではかなり多くなっ
ているものの，60 年代には 14 号のように記名か居住地区名が多く他の自称は全体的に少ないのが
特徴となっているからである。
しかも 56 年の 4号の段階でも主婦という自称は使われており，後になって増加してきたというわ
けではない。これは松尾の地域性が関係しているものと思われる。松尾は飯田市の市街地に隣接し
ており遠州街道沿いは古くから商家が多かった 45。1 号では，「商業」「商家」「会社員」という自称
も使われており，基本は農家が多かったが商家の女性も婦人会に参加しており，文集にも投稿して
いることが影響しているものと考えられる。
座光寺の『くらし』でも記名と無記名の関係は他と同じような傾向をみせている。ただ『くらし』
の場合，農業や主婦といった自称についてはそれほどはっきりとした傾向を見いだせなかった。『く
らし』の 7号と 9号でその他が多いのは苗字のみやイニシャルが多かったためである。
これら 3つの事例から，発行当初は無記名がほとんどであったものが，刊行を重ねていくことで，
氏名や居住地区名を書くことが多くなり，60 年代後半には記名がもっとも多くなっていくという記
名状況の変遷が明らかとなった。しかし取り上げた下久堅，松尾，座光寺はもともと農村であったが，
1956 年に飯田市に合併した旧村部であり，地理的には近接した地域である。下伊那郡は現在もっと
も構成町村数の多い郡であり，飯田市から遠い山村も多い。
表 11　『鹿苑』の記名数
飯田市周辺とは異なる地域の事例として大鹿村の『鹿苑』の記名状況をみてみよう。『鹿苑』はも
ともと「三六災」の災害記録文集として作られたという特殊な経緯があり，1号ではほぼ全員が記名
して大雨の状況，洪水の様子，被害状況，復興作業についての記録を残している。2号から災害のこ
とだけではなく，普通の生活記録も載せられるようになるが，記名している例が 7割以上となって
いる。『鹿苑』は下伊那各地の生活記録文集の中では遅く始まった方であるが，60 年代には山村の地
域でも氏名を書くことにそれほど抵抗がなくなっていることを示している。
以上のように当初無記名であったものが，60 年代に入り記名へと変化していくことはほぼ間違い
のない変化であった。この変化は，長期間に渡る文集活動の経験が蓄積されていった結果，農村女
性が自分の氏名を明記して文章を書くことが定着していったものとして評価できる。
ただし手放しで評価することができない面も存在する。60 年代に入って記名が増加することは事
実だが，その数を押し上げているのが，母親大会，原水禁，県の研修会，農協婦人部や婦人会の催
しへの参加報告書であり，こうした文章は性格上参加した婦人会役員の名前が記されることが多い
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のである。また発刊当初みられたような自分の生活から切実な問題を抉り出してくる生活記録はあ
まり見られず，抽象的な文言を並べた警句的な文章が増えていることも関係しているだろう。
しかし農村女性が文章を書くこと自体ほとんどあり得なかった状況から，女性が文章を書く，自
分の氏名を明記して自分の考えを公表するといったことを可能にしていった文集活動は，戦後農村
女性の生き方に大きな影響を与えたものとして位置付けることができよう。
おわりに
第 1章では 1950 年代の農村女性を取り巻く文化状況を，読書という面に絞ってまとめた。下伊那
地域では 1957 年に飯伊母親文庫と飯田婦人文庫が開設され，農村女性を対象とした文庫と読書会活
動が本格的に展開されていく。第 1章では，長野県で行われた女性を対象とする 2つの読書活動の
潮流と下伊那における青年や社会教育関係者の取り組みが結びつき，飯伊母親文庫が開設されるま
での経緯を追った。
また 50 年代初頭の農村女性における読書習慣の広まりを明らかにして，青年や社会教育関係者の
取り組みに女性が呼応していく状況が整いつつあったことを指摘した。
こうした要因が結びつくことで，下伊那地域では 50 年代中ごろから文庫や読書会が各地で行われ
るようになっていった。第 1章では松尾の婦人文庫の活動を詳しく取り上げ，公民館からの働きか
けによって作られ公民館の全面的な協力を受けて運営されたが，文庫の運営自体は女性に委ねられ
ていたこと，婦人会を母体としながらも独立した活動として行われていたこと，本の貸出だけでは
なく講演会や映画を通して女性の啓発もねらっていたことなどを明らかにした。
第 2章では，第 1章で明らかにした 50 年代前期から中期にかけての農村女性をめぐる文化状況を
前提として，女性による生活記録文集の活動がどのように始まったのかを検証していった。1955 年
7 月に喬木村で出された『たんぽぽ』は惰性的なしがらみを打ち破るところから生まれ，それゆえ
多くの農村女性に衝撃を与えた。『たんぽぽ』の発行からわずか 3年の間に 25 種もの文集が作られ，
一種のブームともいえる状況となる。こうした状況は，『たんぽぽ』の衝撃の影響も当然含んでいる
が，それ以上に各地域における文庫，読書会，婦人学級の取り組みから文集を作ろうという動きが
生まれたことが影響している。松尾の『ほほえみ』の他にも，座光寺の『くらし』，市田の『松の実』，
上久堅の『小川路』，下久堅の『ちぐさ』が文庫や読書会の活動を通じて文集作成に取り掛かっている。
文集の発刊には文庫や読書会と同じく公民館の働きかけが大きく関係していた。しかし生田の『は
はこぐさ』のように女性自らの手で作ってみようという意気込みでガリ版刷りまでおこなって文集
を作った例もあるように，女性の側も普段思っていても言葉に出せない思いを文章に書きたいとい
う欲求をもっていたのである。女性の読書や文章を書くことに対する欲求が広まっていたからこそ，
青年や社会教育関係者の働きかけを受けて婦人文庫や生活記録文集の活動を展開していくことが可
能だったのである。
最後に文集の執筆者の実態を，年齢層と記名状況から明らかにした。年齢層は 30 代 40 代を中心
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にした山型の構成となるが，婦人会を構成する年代すべてが参加した活動であった。当初の文集は
無記名が基本であったが，60 年代に入ると氏名や居住地区名が記されるようになり，60 年代末には
記名が一般的になる。ここには継続的な文集活動を通じて，農村の女性が自らの名前を明記した文
章を書き，それを公表することが当たり前のものとなっていく過程が示されている。
本稿で論じてきたことは以上のようにまとめられるが，残された課題は多い。本稿では 1950 年代
の農村女性をめぐる文化状況を読書や文章を書くといった面から明らかにしたが，より広く当時の
社会教育における婦人教育政策や女性たちの活動母体であった婦人会の活動との関係で文庫や文集
を位置付ける必要がある。また文庫でどんな本が借りられていたのかとか，文集の内容がどのよう
な変遷をたどったのかといった活動の中身に一歩踏み込んだ分析までは到達していない。第 2章で
ふれた農業から主婦へという自称の変化は，60 年代の高度成長の本格化が関係しているのではない
かと考えているが，これも十分に跡付けることができなかった。
これらの課題は重要な問題を含んでいるが今後の課題として本稿を閉じることとする。
［注］
1　もちろん農村女性の生活記録に関する研究が皆無というわけではない。
　下伊那地域の生活記録文集に限っていえば，下伊那の生活記録文集から文章を集めた犬丸義一・池田憲介共編『伊
那谷につづる―かあちゃん文集』（家の光協会，1965 年），下伊那における生活記録活動を同時期の他の生活記録と
比較することでその特徴を明らかにした坂本敦「えんぴつを持った女性たち―下伊那の生活記録運動―」（長野県現
代史研究会編『戦争と民衆の現代史』，現代史料出版，2005 年），『たんぽぽ』の内容を分析し農村女性の生活に迫っ
た石原豊美「山村女性の生活意識―昭和 30 年代の生活記録を素材として―」（『農総研季報』No.30，1996 年 6 月）
がある。
2　辻村輝雄『戦後信州女性史』（長野県連合婦人会，1968 年）338 頁
3　山梨あや『近代日本における読書と社会教育―図書館を中心とした教育活動の成立と展開―』215 頁〜 216 頁
4　山梨あや，前掲書，231 頁
5　長野県下伊那郡青年団史編纂委員会編『下伊那青年運動史』（国土社，1960 年）231 頁
6　『下伊那青年運動史』233 頁
7　松尾村公民館『村の新聞』34 号（1950 年 4 月 1日）
8　龍江村公民館『村の新聞』第 6号（1950 年 1 月 1日）
9　伊賀良村公民館『いがら村の新聞』第 45 号（1953 年 1 月 15 日）
10　山梨あや，前掲書では大島村の婦人読書会を指導した宮沢三二について，本人がつけていた日記に基づき詳しく紹
介している。
11　長野県下伊那公民館活動史編纂委員会編『下伊那公民館活動史』（下伊那郡公民館活動史刊行会，1974 年）
12　松尾婦人文庫『婦人文庫記録』（飯田市歴史研究所所蔵，松尾支所文書）
13　『婦人文庫記録』で運営委員会の詳細な構成が判明するのは 1959 年，1960 年の 2年分だが，当初の役員数とそれ
ほど違いはないのでほぼ同様な構成であったと考えている。
14　松尾婦人会『会誌』1958 年〜（飯田市歴史研究所所蔵，松尾支所文書）
15　飯伊母親文庫の 1グループの人数は通常 4名だが，松尾婦人文庫は平均が 4名以上となっており，グループの人数
に特に制限を設けていなかったようである。
16　飯田市連合婦人会『市連婦の歩み』（飯田市連合婦人会，1968 年）による。しかし松尾婦人会の会員数は 1957 年
から 61 年まで一貫して 1000 名となっており，会員の実数が正確に報告されているとは考えにくい。
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17　筒井勝子「生活作文「たんぽぽ」（羽仁説子・小川利夫編『婦人の学習・教育』，亜紀書房，1970 年）
18　飯田市連合婦人会『市連婦の歩み』
19　筒井勝子「生活作文「たんぽぽ」
20　喬木村公民館『館報たかぎ』第 11 号（1955 年 3 月 20 日）
21　池田憲介「文集のおいたち」（犬丸義一・池田憲介共編『伊那谷につづる―かあちゃん文集』）
22　山梨あや，前掲書，334 頁
23　山梨あや，前掲書，334 頁
24　林正敏（公民館主事）「まえがき」（龍江村婦人会『つどい』第 1号，1962 年 1 月）
25　今井きよゑ「巻頭のことば」（大鹿村婦人会『鹿苑』第 1号，1962 年 1 月）
26　『婦人文庫記録』1955 年 7 月 14 日条
27　『婦人文庫記録』1955 年 7 月 7日条
28　婦人会長佐々木巴「はじめに」（座光寺婦人会『くらし』第 1号，1956 年 9 月）
29　三石季子「思いつくまゝに」（市田婦人会『松の実』第 1号，1956 年 11 月）
30　筒井勝子「婦人会の一年」（喬木村公民館『館報たかぎ』第 16 号，1955 年 12 月 25 日）
31　山梨あや，前掲書，235 頁〜 238 頁
32　木下右治「飯田・下伊那婦人の読書活動」（木下右治『方丈の庭』，秀文社，1988 年）
33　『市連婦の歩み』では『かざこし』は飯田の文集ということになっているが，飯田市の地域婦人会の文集ではなく，
飯伊母親文庫の文集として出されたものである。その意味で『かざこし』は他の地域婦人会が出していた生活記録
文集とは多少性格が異なるものだといえる。
34　公民館長宮下功「発刊の辞」（山吹村公民館・婦人会共編『やまぶき』第 1号，1956 年 5 月）
35　婦人会長倉田たつ「はじめに」（山吹村公民館・婦人会共編『やまぶき』第 1号，1956 年 5 月）ではそれまで文章
という形ではっきり示さることのなかった女性の思いを「公民館の方達のお力添えで，引張り出して頂いた」とし
て，文集発刊に際して公民館の協力が大きかったことを述べている。
36　吉川昭文「文集「つくし」の発行によせて」（上郷村婦人会『つくし』創刊号，1957 年 5 月）
　　新井初乃「はじめのことば」（大島村婦人会『あじさい』第 1号，1956 年 6 月）
37　池田憲介「仲間勉強」（売木村青年会・婦人会『峠』第 1号，1959 年 9 月）
38　たとえば，座光寺の今村澄江は出身地が喬木村であることも関係しているが，『たんぽぽ』の発行と筒井の活動に
興味をもち注目している様子を書いている。（今村澄江「タンポポと筒井さん」，座光寺婦人会『くらし』第 1号，
1956 年 9 月）
39　大倉千づる「あとがき」（生田村婦人会『ははこぐさ』第 1号，1956 年 7 月）
40　文部省調査局編『昭和 31 年度社会教育関係団体調査報告書』（文部省調査局統計課，1957 年）
41　木下右治「本心」（竜丘婦人会時又支会『草の実』第 2号（1956 年 12 月）
42　坂本敦「えんぴつを持った女性たち―下伊那の生活記録運動―」
43　池田憲介「婦人文集の展望と課題」（犬丸義一・池田憲介共編『伊那谷につづる―かあちゃん文集』）
44　下久堅村誌編纂委員会編『下久堅村誌』（下久堅村誌刊行会，1973 年）
45　松尾村誌編集委員会編『松尾村誌』（松尾村誌刊行委員会，1982 年）
［付記］本稿執筆のための資料閲覧にあたって，飯田市歴史研究所，飯田市立中央図書館の方々に大
変お世話になった。特に飯田市立中央図書館には貴重な生活記録文集の閲覧に際してさまざまな便
宜を図っていただいた。記してお礼申し上げたい。
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